
生コンについて

（有）みつわ

ミツワ生コン



生コンとは
•生コン工場から出荷される生コン=レディミクストコンクリート

•原料はセメント・水・砂・砂利（砕石）

※実際の生コンには混和材（剤）を混入することもある

•セメント・水・砂だけのもの＝モルタル

•セメント・水だけのもの＝セメントペースト



生コンの呼び方

30 － 18 － 20 Ｎ
呼び強度（目安となる強度）

スランプ値（ｃｍ）

砂利の最大寸法（ｍｍ）

セメントの種類
Ｎ＝普通ポルトランドセメント
Ｈ＝早強ポルトランドセメント
ＢＢ＝高炉セメントＢ種

・強度が強くなると値段は高くなる
・標準的なスランプ値は、土木８㎝建築１８㎝
・JIS認証品とJIS認証外品がある



生コンが固まる理由
•生コンはセメントと水が化学反応（水
和反応）し、ガラス質の結晶を（水和
結晶）を作ることで固まる

•生コンは乾燥して固まるわけではない

•生コンは徐々に固まる



生コンと温度
•生コンは固まるときに熱を発しながら固まる

⇒皮膚に直接つくと低温やけどをするので注意！！

•温度が高いほど反応が早くなり、早く固まる

•夏場は早く固まり、冬場はゆっくり固まる

•ゆっくり固まった方が長期的な強度は優れている

•外気温によって強度補正をすることがある



生コンとひび割れ
•コンクリートは圧縮強度は強いが引張強度が弱い

•固まるときに乾燥収縮するので、ひび割れが起きる

•ひび割れの原因として考えられること

・施工方法

・材料と配合

・養生不足 etc



施工方法に起因するひび割れ

•不適切な打ち込み順序

•打ち回し方法による不具合発生

•急速な打込みによるひび割れ

•硬化前の振動や載荷

•初期養生中の急速な乾燥

•初期凍害

•型枠のはらみ・支保工の沈下

•型枠の過早脱型によるひび割れ



配合が原因で発生するひび割れ

•単位水量に起因するひび割れ （少ない方が良い）

•単位セメント量に起因するひび割れ（少ない方が良い）

•スランプに起因するひび割れ （小さい方が良い）

•空気量が多い事によるひび割れ （適正4.5％が良い）

•粗骨材の最大寸法とひび割れ （適正な大きさが良い）

•細骨材率とひび割れ （適正な割合が良い）

ひび割れを少なくするためには、
強度は強すぎずスランプ固めが望ましい


